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2024年12月期 第1四半期 エグゼクティブサマリ

2024年12月期

第1四半期

実績

（連結）

2024年12月期

第1四半期

主要施策

（連結）

510百万円

業績予想：510百万円

（対業績予想：△０百万円）

97百万円

業績予想：94百万円

（対業績予想：＋2百万円）

△67百万円

業績予想：△84百万円

（対業績予想：＋17百万円）

△53百万円

業績予想：△80百万円

（対業績予想：＋26百万円）

売上高 売上総利益 営業利益 四半期純利益

クライアント数 22 社 

• 既存クライアントの深耕に加えて、銀行・保険・証券分野の
見込みクライアントも増加。証券分野のプロジェクトも受注

• 事業戦略立案などの戦略コンサルティング案件の受注も加速

コンサルタント 47名

• 人事の体制を強化し、採用のモメンタムを大幅に強化
• 多様なバックグラウンドを有する優秀な人材が参画し、

コンサルタントとして活躍

クライアント戦略 人材戦略
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• 「エスタブリッシュメント（大企業）とスタートアップの融合」を志向する組織として、グループの経営チームを変革

• 人事体制を大幅に強化し、事業成長ドライバーとなる優秀なコンサルタントの採用を加速。人件費・採用費の投資が先行するものの、

報酬体系や採用施策等の変革にも同時に着手することで収支改善を進行。また、クライアントからのプロジェクト受注機会を最大化

するため、コンサルタント・リソースを最適化する活動も推進

• 国内大手企業からの銀行・保険・証券分野のプロジェクトの引き合いを複数獲得し、戦略コンサルティング案件の受注も加速

• 先行投資期間のため通期業績予想は赤字であるものの、第1四半期における赤字幅は縮小して着地
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2024年12月期 第1四半期決算ハイライト
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（単位：百万円) 実績 業績予想 業績予想比 実績 増減額 増減率 実績 増減額 増減率

売上高 510 510 100.0% 513 △3 △0.6% 736 △226 △30.7%

売上総利益 97 94 102.7% 100 △2 △3.0% 246 △149 △60.6%

　(売上総利益率) 19.0% 18.5% 0.5pt 19.5% ー △0.5pt 33.4% ー △14.4pt

販売費及び一般管理費 164 179 91.5% 147 16 11.5% 119 45 37.8%

営業利益 △67 △84 79.1% △47 △19 △42.5% 127 △194 △152.6%

　(営業利益率) △ 13.1% △ 16.6% 3.5pt △ 9.2% ー △4.0pt 17.3% ー △30.4pt

経常利益 △62 △80 76.8% △49 △12 △25.2% 125 △187 △149.6%

　(経常利益率) △ 12.2% △15.9% 3.7pt △9.7% ー △2.5pt 17.0% ー △29.2pt

四半期純利益 △53 △80 66.7% △37 △16 △44.4% 79 △133 △167.6%

　(四半期純利益率) △ 10.6% △15.9% 5.3pt △7.3% ー △3.3pt 10.8% ー △21.4pt

前年同期（FY2023/Q1）直前四半期（FY2023/Q4）FY2024/Q1

売上高は【510百万円】、業績予想に対し予想通り着地、直前四半期比は【0.6％減収】

売上総利益は【97百万円】 、業績予想に対しほぼ予想通り着地、直前四半期比は【3.0％減益】

営業利益は【△67百万円】 、業績予想に対し上振れで着地、直前四半期比は【42.5％減益】

四半期純利益は【△53百万円】、業績予想に対し上振れで着地、直前四半期比は【44.4％減益】

※ 当社は2023年12月期 第3四半期より連結決算に移行していますが、上記では前年同期の比較のため、2023年12月期第1四半期の数値は単体の数値を参考数値として記載しています。



四半期業績推移
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61.5%
49.4%

44.6% 40.6% 49.2%
47.1%

39.3%

36.7% 42.0%

33.2% 33.8%
37.7%

43.4%

35.9%
33.5% 34.9% 33.4%

30.2% 26.4%

19.5% 19.0%

34.1%
37.2%

36.0% 30.3%
37.9%

31.5%
20.9% 12.9%

30.4%

19.5% 19.7% 17.9%

32.6%

20.6%
17.4% 17.9% 17.3%

8.3%
2.1%

△9.2%
△13.1%

27.4%

12.2%
8.5% 10.3%

11.3%
15.6% 18.4%

23.8% 11.7%
13.7% 14.1%

19.7%

10.8% 15.3% 16.1% 17.0% 16.2%

21.9%
24.3%

28.6%

32.1%

Q1 Q2 Q3 Q4 Q1 Q2 Q3 Q4 Q1 Q2 Q3 Q4 Q1 Q2 Q3 Q4 Q1 Q2 Q3 Q4 Q1

FY2019 FY2020 FY2021 FY2022 FY2023 FY2024

売上高 営業利益 売上総利益率 営業利益率 販管費率

75
112

185 205 227
294

343
382

501

566
627

743
700

665
696

492 510

（百万円）

712

626

513

736

△67

（百万円）

単体 連結

売上高は直前四半期と比べおおむね横ばい

コンサルタントの積極的な採用に伴う人件費及び採用費の増加により売上総利益率・営業利益率ともに低下



クライアント数・クライアント別売上高比率の推移

Fintech領域に特化した高付加価値サービスの提供により新規クライアントの獲得を推進

Fintech領域で蓄積したナレッジ・ノウハウや、各業界のリーディングカンパニーとの先進的なプロジェクト経験によって得られた知見や

経験などを活用し、再現性を持って事業を展開することで新たなクライアントを獲得しました。

※ 前年度に売上を計上しており、かつ、当年度も売上を計上したクライアント 7© 2024 Atlas Technologies Corp.

• 2024年12月期第1四半期のクライント数は合計22社

• 継続クライアント13社に加えて、新規クライアントを9社獲得

クライアント別売上高比率の推移クライアント数の推移

• 新規・継続クライアントからの受注を積み増すことで売上高成長を

伴いながら、クライアント別売上高比率の適正化を推進（2024年

12月期第1四半期のNTTドコモ売上比率は前年同期比9.5pt低下）

81.7%

96.2%

86.5%
78.7% 76.5% 67.0%

Q1 Q1 Q1 Q1 Q1 Q1

FY2019 FY2020 FY2021 FY2022 FY2023 FY2024

NTTドコモ その他クライアント NTTドコモ比率

2 1
3 3 2 2

6
4 4 5

8
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Q1 Q2 Q3 Q4 Q1 Q2 Q3 Q4 Q1 Q2 Q3 Q4 Q1 Q2 Q3 Q4 Q1 Q2 Q3 Q4 Q1

FY2019 FY2020 FY2021 FY2022 FY2023 FY2024

継続クライアント 新規クライアント

5
66

4

7

10 11

8
10

12 12 13 13

22

（社数）
※

1011

5

単体 連結 単体 連結
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クライアントの継続性

前年同期比
(NTTドコモを除く)

+11.7pt
98.2%

[FY2024/Q1]

売上高 

510百万円
[FY2024/Q1]
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クライアントの継続性の高さとアップセルによる売上成長

2024年12月期第1四半期における継続クライアントの売上比率は98.2％であり、NTTドコモを除く売上高比率は33.0%でした。

クライアントの高い継続性と追加受注によるアップセルに引き続き注力し、安定的な業績拡大を目指します。

継続クライアント※の売上高比率の推移継続クライアント※の売上高比率

98.2％

NTTドコモ NTTドコモ以外

78.7% 67.0%

21.3%
33.0%＋11.7pt

FY2023 Q1 FY2024 Q1

※ 前年度に売上を計上しており、かつ、当年度も売上を計上したクライアント



Fintech関連の専門知識を蓄積

提案力・クライアント課題解決力を向上

コンサルティング会社

（PwC/Deloitte/EY/Capgemini）

Fintech領域事業会社

通信キャリア

SIer企業

ITサービス企業

カード会社・金融機関

国際ブランド企業

（Mastercard/Visa/JCB）
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コンサルタントのバックグラウンドコンサルタント数※の推移

Fintech領域のバックグラウンドや専門性を有するコンサルタントの採用

大手コンサルティング会社の要職を歴任したコンサルタントをはじめ、国内大手のカード会社、銀行、SIer企業、ITサービス企業などから

多様なバックグラウンドを有するコンサルタントが当社に参画しています。

コンサルタント数の推移・コンサルタントのバックグラウンド

• 社員紹介採用制度・ダイレクトリクルーティング・エージェント

採用の取り組みをさらに推進

• 各種研修や人事制度により育成・評価・フィードバックも強化

※ 四半期末・期末時点のコンサルタント数（取締役・執行役員含む）

FY2020 Q4 FY2021 Q4 FY2022 Q4 FY2023 Q4 FY2024 Q1

47名

21名

27名

14名

36名

単体 連結
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Fintech領域のバックグラウンドや各領域のプロフェッショナルで構成される経営チーム

経営チーム： 「エスタブリッシュメント（大企業）とスタートアップの融合」を志向する組織

11© 2024 Atlas Technologies Corp.

代表取締役社長CEO※

山本 浩司 (Koji Yamamoto)

取締役COO※

石川 豊明 (Toyoaki Ishikawa)

社外取締役

松尾 茂 (Shigeru Matsuo)

執行役員CHRO※

謝 博文 
(Shieh Powen)

執行役員CFO※

今久保 洋 
(Hiroshi Imakubo)

執行役員CCO※

高橋 みのり
 (Minori Takahashi)

Kapronasia Singapore PTE. LTD 

Director

Zennon Kapron (ゼノン カプロン)

執行役員

前田 裕弘
(Yasuhiro Maeda)

執行役員

小椋 祐治
(Yuji Ogura)

執行役員

平松 暁秀 
(Gyoshu Hiramatsu)

＜経営＞

＜事業部＞ ＜経営企画・財務経理・人事・法務総務＞ ＜グループ会社＞

• SBペイメントサービス㈱

• EY Japan㈱

• デロイトトーマツコンサルティング(同)

• キャップジェミニ㈱

• 富士通㈱

• ニデック㈱

• ㈱SHIFT

• ビザ・ワールドワイド・ジャパン㈱

• マスターカード・ジャパン㈱

• ㈱日立システムズ

• SBペイメントサービス㈱

• デロイトトーマツ リスクアドバイザリー(合)

• 日本タタ・コンサルタンシー・サービシズ㈱

• ゴールドマン・サックス証券㈱

• 三菱UFJモルガン・スタンレー証券㈱

• SBペイメントサービス㈱

• ㈱Paidy

• EY Japan㈱

• アマゾンジャパン(同)

※ CEO：最高経営責任者、COO：最高執行責任者、CFO：最高財務責任者、CHRO：最高人事責任者、CCO：最高コンプライアンス責任者



クライアント戦略

銀行・証券・保険分野からのプロジェクトの引き合いが増加

新規事業戦略立案のプロジェクトなども獲得

競争力のあるソリューションの確立や調査レポートなどを用いた販促を強化

Fintech領域×全業種

Payments

決済

Banking

銀行

Capital Markets

証券

Insurance

保険

従来の注力サービス分野の拡大

戦略サービス分野
としての強化

金融

不動産

交通機関

小売

通信キャリア

ITサービス

物流

DX
推進

進捗
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国内大手の銀行・証券・保険

分野の案件引合い増加

見込みクライアント数の増加

証券会社システムの更改支援

プロジェクトの獲得

新規事業戦略立案プロジェクト

の獲得



人事本部メンバの強化

CHRO(最高人事責任者)を筆頭に計4名体制
となり採用活動の速度が大きく加速

人材戦略（1/2）：主な取り組み

人事機能を強化。各種施策を実施中。昨年を上回るコンサルタントの応募者数

金融バックグランドの人材を中心に着々とチームを組成中

人事強化×各種施策

着実にコンサルタントのチームを構築

進捗
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Fintech領域におけるサービス分野の拡大に伴い、
取締役COO(最高執行責任者)のもと新たなチームを
組成

採用したい人材の経歴や気質を明確化

当社が採用したい人物像の明確化と母集
団の見直し

社員紹介採用制度の強化

・社員紹介ボーナスキャンペーンを実行

インパクトのある報酬を提示し採用の働き

かけを促進

・コンサルタントへの個別面談の実施と社員

紹介採用制度の浸透

・社員紹介採用制度を活用する意向の強い

社員を特定し、的確にアクションを具体化

選考プロセスの短縮化

一次面接通過者には最短で当日中に二次面
接を実施しスピーディーに採用可否を判断

エージェント個社との面談・商談の徹底

エージェント向けオンライン説明会を通
じて当社への理解と認知を向上させるよ
う促進

決済

パートナー
ディレクター

取締役
COO

石川 豊明

シニアマネージャー
マネージャー

コンサルタント

銀行
証券 保険

ソリューション
①チームを作り・マネジメントできる
②プロジェクトをデリバリーできる
③クライアントと信頼関係を構築できる
④当社の価値観を体現できる

Atlas Technologiesが

求める人物像

Fintech
領域

上記4つを兼ね備えたキーマンを中心にチー
ム全体が活躍し、組織がより強くなることを
目指しています



大手企業で潤沢な経験を積んだ

プロフェッショナルたちが集結

コンサルティング会社や事業会社出身のメンバーがコンサルタントとして活躍中

「可能性を解き放つ」コンサルタントの採用をさらに進める

14© 2024 Atlas Technologies Corp.

異業界からのキャリアチェンジ
やスキル強化を後押し

各業界・技術領域の
プロフェッショナル人材が参画

大手金融機関出身
（勤続約2年/男性）

魅力ある給与水準

活躍領域の拡大

知識経験の活用

裁量権拡大

良質な組織風土

経験値の積み上げ

前職は規律が定まっていて例外が許されない環境だったが、当社は違う。
雰囲気や管理体制はとてもやりやすい。ある程度の自由度は個々人の自主
性を育てると思う。

事業会社出身
（勤続約1.5年/女性）

男性・女性の分け隔てや女性であるがゆえの不利益を感じたことは一度も
なく、しっかりと成果を出せば報いられる環境。社内には真面目な方が多
い。

大手事業会社出身
（2024年入社/女性）

• 決済サービス提供企業にて国内最大規模となる決済機能のプロジェクト
立ち上げから運用までを担当

• 当社では決済プロジェクトの立ち上げ支援を実行中

大手保険会社出身
（2024年入社/男性）

• 大手保険会社にてSEとして19年以上の実績
• 保険プロセスの改革リードや公共領域チームのビジネス立ち上げに関与
• 当社ではノーコード開発のプラットフォーム構築を支援中

■直近入社コンサルタントの実績
1. 大手金融機関にて専門業務を長期間担当
2. 数十億円規模のプロジェクトの立ち上げ

に携わる
3. 50名規模のチームをマネジメントしPMO

を実行した経験

■活躍できる環境
1. サービス分野の拡大により担当業務の

範囲がさらに拡充
2. プロフェッショナル人材の参画によって

高度な技術を学び獲得する機会が充実
3. 常駐先や現場の状況に応じた柔軟な待遇

個人が持つ強みやスキルを活かし

活躍できる職場環境

入社後の感想（2024年3月実施社員アンケート回答より抜粋）

即戦力となるスキル・経験・ナレッジ

人材戦略（2/2）：コンサルタントの声



><

グループPR活動（1/3）

2024年4月23日から2024年4月25日までの3日間、タイ・バンコクで開催

された世界最大のFintechイベントの一つである「Money20/20 Asia」に

当社グループ会社であるKapronasia Singapore Pte. Ltd.のディレクター

Zennon Kapronがメインスピーカーとしてステージに登壇しました。

ステージ上でのパネルディスカッションやプレゼンテーションでは、最

新の市場動向や今後の市場予想について、有識者たちが尽きることのな

い議論を展開。会場は大きく盛り上がり、来場者からのQ＆Aや意見交換

も活発に行われました。
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既存企業とイノベーターとのパートナーシップが巻き起こす改革についても言及してお

り、AI(人工知能)が金融業界を再構築するであろうと謳われる中、その進歩に伴う倫理

的な課題やリスクに適応するための責任あるガバナンスと協力の必要性を解説し、クロ

スボーダーのリアルタイム決済・データガバナンス・透明性と説明責任を促進する規制

フレームワークなど、慎重な議論を通じた進展が必要であると呼びかけています。

Kapronasia Singapore Pte. Ltd. 
とMoney20/20 Asiaの

共同制作レポート
2024年3月発表

Navigating 

the Future of

Fintech in Asia

アジア太平洋地域に広がるFintech革命の模様について詳

しく記述されており、今現在アジアがFintech革命の最前

線にあることや、頑強なリアルタイム決済システムがビ

ジネスモデルのベースとなっていることに焦点を当てた

内容となっています。Fintech業界の関係者や投資家、政

策立案者などにとって、アジアのFintech市場に関する洞

察を得る貴重な情報源として活用いただけます。

世界最大級のFintechイベントの一つである「Money20/20 Asia」に登壇し、レポートも制作



2024年3月4日（月）〜 3月8日（金）の期間中に開催された本イベントにおいて

総勢230名超の第一線で活躍する世界のFintechリーダーが、政策立案者、エンジニア、ビジネスリーダー、投資家など、それぞれの立場で

様々な側面から包括的な対話を行い、グローバルな視点で日本の金融の将来についての活発な議論が交わされました。

河野太郎デジタル大臣、Fintechを推進し
日本の金融システムを変えていくと宣言

金融庁主催のイベントともあって多くの人々が訪れた
「Japan Fintech Week」。総勢230名超の第一線で活躍
する世界のFintechリーダー・政策立案者・エンジニ
ア・ビジネスリーダー・投資家などが、それぞれの立場
で包括的な対話を行い、グローバルな視点で日本の金融
の将来についての活発な議論を行いました。
河野太郎デジタル大臣、小池百合子東京都知事、長谷部
健渋谷区長の参加により、さらに注目が集まり、世界が
日本のFintech領域の発展に多くの期待を寄せているこ
とが感じられます。

16© 2024 Atlas Technologies Corp.

グループPR活動（2/3）

金融庁主催「Japan Fintech Week」のコアイベント「Japan Fintech Festival」の一つである「Founders day」
プログラムに、当社代表の山本が招待を受けスピーカーとして登壇



日経新聞などの各種メディアへの露出増加や様々なイベントに招待を受け参加

Fintech領域における新たなビジネスの可能性について発信

グループPR活動（3/3）

17© 2024 Atlas Technologies Corp.

スリランカ国内の金融サービス業界において最

も期待の寄せられるイベントの一つのLankaPay

Technnovation Awardsが、2024年3月20日、

スリランカの最大都市コロンボのシャングリ

ラ・ホテルで開催され 、Zennon Kapronがゲス

トスピーカーとして招聘を受け参加しました。

アメリカ合衆国で発行される経済雑誌「Forbes」

のwebサイト上にあるZennon Kapronのプロ

フィールページ。有識者の一人として金融業界を

中心とした時事ニュースを取り上げ見解を展開し

ており、閲覧数の多さからも高い注目度がうかが

えます。

NIKKEI Financialに執行役員前田のコメントが掲載

日本経済新聞社/日経Quickニュースが発行する「NIKKEI Financial」

に当社執行役員である前田裕弘のコメントが有識者として掲載され

ました。

当該記事では、シンガポールのFintech企業、Nium（ニウム）が、海

外企業として初めて送金額制限のない第一種資金移動業の認可を取

得したことを見出しに、Fintech領域におけるマーケット状況や日本

の送金システムの現状について紹介されています。前田は、日本市

場を開拓したい海外企業や、海外に進出したい日本のFintech企業に

とっての新たな可能性について言及しました。

ビジネスコンサルティング事業部
執行役員 前田 裕弘（Yasuhiro Maeda）

ビザ・ワールドワイドジャパン入社以降、20年近
くカード業界に携わり、ビザにおいてはプロダク
トヘッドとして、日本におけるデビット戦略策定
から実行までを先導し、多くの新規デビットプロ
グラムを立ち上げた。
その後2017年に参画したマスターカード・ジャパ
ンでは副社長を務め、2022年8月より当社に参画。

LankaPay Technnovation Awards にZennon Kapronが登壇

※Forbesウェブサイトより掲載
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成長の方向性
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人材採用
・定着

サービス
の高付加
価値化

分野 決済分野に加えて、
銀行・証券・保険分野に
サービスを拡大してプロ 
ジェクトの増加を推進

エリア シンガポールを中心とし
た東南アジア地域への海
外展開の強化

優秀なコンサルタント
を積極採用・育成する
ことで人員数・稼働率
を向上

Fintechの知見をさら
に活用することにより、
サービスの付加価値を
高め単価を向上

事業成長に向けた取り組み（サマリー）

独立系Fintechコンサルティング・グループとして、国内外でプロジェクト実績を積み上げる

Fintech領域におけるサービス分野を国内外で強化するとともに、優秀な人材の採用/定着とコンサルティングサービスの高付加価値化を実現

することで多様で先進的なプロジェクト経験をさらに積み上げ、持続的な事業成長を実現します。
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事業成長に
向けた取り

組み

当社が
目指す姿

対象エリア及び分野の拡大・強化
サービス分野の拡大と

活動エリアの強化

1 優秀な人材の採用/定着と
サービスの高付加価値化

2 新規クライアント獲得と

既存クライアントの深耕

3

Q1 Q2 Q3 Q4

X社（新規）

Y社（既存）

プロジェクトA：
戦略策定支援

プロジェクトB：
要件定義支援

プロジェクトC：
業務運用改善支援

• 銀行・保険・証券分野における

クライアントベースの確立

• 戦略・業務・ IT分野における更

なるプロジェクトの獲得

APAC No.1
Fintech Consulting
Group

• Fintech領域全体において、

クライアントニーズに応じた

戦略から実行までのシームレ

スな支援体制の確立

• Fintech領域全体における

クライアントベースの拡大

• 競争力のあるサービスや

ソリューションの確立

～FY2030 FY2027‐FY2025‐2026FY2024目標



事業成長に向けた取り組み（1/3）

Fintech領域のサービス分野において、決済分野に加えて、銀行・証券・保険分野も強化します。

活動エリアについては、シンガポールを拠点としたグループ会社カプロンアジアを中心に、アジア地域での事業活動を本格的に開始しています。

Fintech領域におけるサービス分野の拡大・強化 活動エリアの強化

大規模システム
開発PJ支援

市場調査支援

PMO支援

要件定義支援

API接続支援

業務エンハンス
支援

当社とカプロンアジアが双方の知見や

クライアント基盤を持ち寄り、事業シ

ナジーを創出してアジア地域における

事業活動を推進。

日本企業や
国内外案件の

支援実績多数

グローバル企業

や金融機関の

支援実績多数

Mastercard

国連
（United Nations）

Grab
（MaaS）

ドイツ銀行

Meta
（旧Facebook）

EQUINIX

20© 2024 Atlas Technologies Corp.

Fintech領域におけるサービス分野の拡大と活動エリアの強化

Payments

決済

Banking

銀行

Capital Markets

証券

Insurance

保険

従来の注力サービス分野の拡大

今後の戦略サービス分野
の強化

金融

不動産

交通機関

小売

通信キャリア

ITサービス

物流

DX
推進



事業成長に向けた取り組み（2/3）

優秀な人材の採用・育成などによりコンサルタント数の増加及び定着率の向上を図るとともに、OJT/OFF JTを通してコンサルティング

サービスの高付加価値化を推進します。

優秀な人材の採用
[コンサルタント数の増加]

働きがいのある環境の整備
[定着率の向上]

サービスの高付加価値化
[契約単価の向上]

採用プロセスの短縮化

ビデオ面談の導入

適性検査ツールの導入

採用ページ・採用イベント強化
など

CHROを中心に、社員紹介制度・ダイレク

トリクルーティング・エージェントなど

採用をさらに強化

▌採用強化策（例）

戦略コンサルタント講座

ペイメントカード講座
（初級・中級・上級）

国際ブランド関連講座
など

社内コンテンツ（決済関連講座や戦略コン

サル講座など）のほか、外部セミナーも活

用し従業員の成長機会を増やす

▌研修メニュー

従業員がより働きやすく成長できる環境を

制度面・組織風土面の双方から整備

▌2023年12月期 主な取り組み（例）

人事評価制度の新たな導入

福利厚生の拡充（食事補助等）

MVP表彰

コミュニケーション施策
• 全社ミーティング「All Hands」
• 海外グループ会社とのオンサイト会議
• 自己紹介ツールの導入 等
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優秀な人材の採用/定着とサービスの高付加価値化



リーディングカンパニーとの先進的なプロジェクト
経験が当社の優位性となり、さらなる高付加価値化

へと繋がる新規プロジェクトの機会を創出

事業成長に向けた取り組み（3/3）

各業界のリーディングカンパニーとの先進的なプロジェクト経験によって得られた知見を活用し、新たな業種・企業へも再現性を持って事業を

展開します。また、既存クライアントからの高い信頼に基づき、1社あたり複数のプロジェクトを継続的にご支援することで、プロジェクトの

層をさらに積み上げます。

専門人材の活用
[クライアントの経営層への提案]

新たな業種・企業への参入
[新規クライアントの獲得]

クライアントの新たな需要発掘による好循環
[既存クライアントの深耕]

通信 IT

…
小売 金融

再現性を持った他企業への事業展開

各業界の

リーディングカンパニー

事業立ち上げから運営までカバー可能であ

る体制を活かし、既存クライアントに異な

るフェーズ・部門の支援をご提案

大手コンサルティングファーム出身者

によるナレッジ展開
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新たな業種・企業へのサービス展開と既存クライアントにおける継続・追加受注の拡大

他部門への拡大

継続支援プロジェクトA｜経営企画部

戦略策定支援

プロジェクトB｜業務部

要件定義支援

プロジェクトC｜システム部

要件定義支援

プロジェクトD｜事業企画部

UI/UX支援

事業部パートナーである高度専門

人材による、CXOや経営層へのトップ

セールスの牽引



APAC No.1
Fintech Consulting  
Group

今後の事業成長イメージ

事業成長に向けた取り組みで得た成長エンジンをベースに、提案力のさらなる深化とサービスを拡充し、Fintech領域全体における

クライアントニーズを取り込みながら、さらなる事業成長を目指します。

• Fintech領域全体に

おいて、クライアン

トニーズに応じた戦

略から実行までの

シームレスな支援体

制の確立

• Fintech領域全体に

おけるクライアント

ベースの拡大

• 競争力のある

サービスメニューや

ソリューションの

確立

FY2030 FY2027‐FY2025‐2026FY2024目標成長エンジン

売上成長イメージ

2030 2024

連結売上高

2,261百万円

提案力のさらなる深化

・サービスの拡充

社会・関係資本

• クライアントの拡大

• 海外での基盤構築

知的資本

• 金融領域のノウハウ蓄積

• スペシャリストの知見の
獲得・活用

人的資本

• 多様な経験を持つ
コンサルタントの採用

• 人材マネジメント推進

クライアントポートフォリオの多様化を伴う持続的な事業成長を実現

現在

M&A/パートナーシップ
等による成長の加速

新たなソリューション・
事業エリア・事業領域の

拡大

現在注力するFintech
領域のコンサルティング
事業による持続的成長
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会社概要

会社名 Atlas Technologies株式会社（アトラス テクノロジーズ）

事業内容 Fintech領域のコンサルティング及びプロジェクト実行支援

設立 2018年1月（決算期：12月）

本社所在地 東京都千代田区霞が関三丁目2番5号

拠点 日本（東京）・シンガポール・香港

グループ会社 Kapronasia Singapore Pte. Ltd. / KAPRONASIA LIMITED

代表者 山本 浩司

Japan Singapore
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独立系Fintechコンサルティング・グループとして戦略立案から実行までを国内外でご支援

当社は、Fintech領域の決済・銀行・証券・保険分野におけるコンサルティングやプロジェクト実行支援サービスを国内外でご提供します。

事業の上流フェーズからクライアントと共創しながら戦略を立案し、その後のプロジェクト実行段階においても共に課題解決を推進します。

事業内容（1/2）

クライアント

サービス
提供

報酬

国内

海外

Service Line

サービスライン

Service Menu

サービスメニュー

Consulting

コンサルティング
Project Implementation Support

プロジェクト実行支援

Payments

決済

Banking

銀行

Capital Markets

証券

Insurance

保険

事業の上流フェーズから
クライアントと共創しながら戦略を立案

• 独立系であることによる中立性を活かしな
がら、Fintech領域で蓄積した知見を活用
して、クライアントの事業戦略などの立案
をご支援

• リーディングカンパニーとの先進的プロ
ジェクトを通じて獲得したナレッジを活用
して、高付加価値なサービスをご提供

• 国内案件のみならずクロスボーダー案件に
も柔軟に対応

プロジェクト実行段階においても
クライアント企業の現場で共に課題を解決

• プロジェクトに最適なシステム・オペレー
ション等を構築するためのパートナー選定
をご支援するとともに、クライアント企業
の既存システム、業務運用とも効果的な統
合を実現することで、プロジェクトを通し
て全体最適を実現

• クライアント企業の固有のニーズに合わせ
てデザインしたアウトソーシング・ソ
リューションを提供。コスト削減だけでな
く、事業の効率と生産性の両面で改善
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戦略策定・
事業企画

要件定義
（業務・システム）

設計・開発・テスト

業務構築

システム運用・保守

業務運用

全社・事業戦略

新規事業戦略

海外進出戦略

アライアンス戦略

要件定義・外部設計
システム運用

戦略立案支援 全体管理支援 運用・改善支援

業務運用

戦略立案から事業構築、
サービスイン後の事業

運営までの主なプロセス

コンサルティング

Fintech領域で蓄積したノウハウ・ナレッジ（決済・銀行・証券・保険分野）

サービス
イン

クライアントのFintech領域の課題に対して一気通貫で支援

当社は、プロジェクトマネジメントに特化して、戦略立案から事業構築、サービスイン後の事業運営までを一気通貫でご支援することに

よって、クライアントのFintech領域における課題解決を行います。

事業内容（2/2）

決済

27

プロジェクト実行支援

レビュー支援 計画・設計・テスト支援

銀行

証券

保険

PMO（Project Management Office）

テスト計画・運用設計・各種テスト

研修・トレーニング
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人と産業の可能性を、解き放つ

Unleash the potential of every person and industry on the planet

『新たな地図を描くように、価値を生み出す「機会」や「場」を世界中に創り出したい』

創業者が世界の多くの国や都市を旅し、ビジネスを通じて抱いた想いによって、「Atlas（地図）」という名を冠した

「Atlas Technologies」は創業されました。そんな私たちのビジョンは「人と産業の可能性を解き放つ」ことです。

テクノロジーの力によって、世界中の人・組織・産業が本来持っている力を最大限に発揮できる豊かな社会を実現したい

と考えています。

Vision│私たちのビジョン
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あらゆる産業とFintechの融合

To offer seamless solutions for embedding Fintech across all industries

インターネットによって、人類は地球規模で情報を低コストに伝達できるようになりました。

その一方、日々生み出される経済的・社会的価値が世界中で途切れることなく移動し、交換されるためには、いまなお

多くの課題があります。私たちは、従来の金融機関のみならず、あらゆる産業がFintechと融合することで、決済・送金・

投資・融資・預金・会計・保険・証券など従来の金融のあらゆる領域がテクノロジーによって再定義され、その結果

創造された価値が世界中をなめらかに移動し、人と産業の可能性が解き放たれる社会を実現したいと考えています。

※ Fintechとは金融（Finance）と技術（Technology）を組み合わせた言葉で、従来の金融サービスと情報技術を結びつけた領域を意味します。

Mission│私たちのミッション
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主要な経営指標等の推移※1※2
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1. 主要な経営指標等のうち、第1期及び第2期については会社計算規則(平成18年法務省令第13号)の規定に基づき算出した各数値を記載しており、金融商品取引法第193条の２第１項の規定による監査証明を受けておりません。
2. 第３期から第６期までの財務諸表については、「財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（昭和38年大蔵省令第59号）に基づき作成し、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、EY新日本有限責任監査法人により

監査を受けています。
3. 当社は2023年12月期 第3四半期より連結決算に移行しております。
4. 売上高には、消費税等は含まれておりません。
5. 2021年４月20日付で株式株式１株につき2,000株の割合で株式分割を、2022年４月１日付で普通株式１株につき10株の割合で株式分割を行っています。これに伴い、第３期の期首に当該株式分割が行われたと仮定して１株当たり純資産

額、１株当たり当期純利益金額を算定しています。
6. 役員は含まれていません。

回次 第1期 第2期 第3期 第4期 第5期 第6期 第7期

決算年月 2018年12月 2019年12月 2020年12月 2021年12月 2022年12月 2023年12月 2024年12月/Q1

（個別） （個別） （個別） （個別） （個別） （連結）※3 （連結）

売上高※4 (千円) 27,320 579,237 1,248,744 2,187,858 2,806,295 2,589,774 510,554

経常利益 (千円) 14,679 217,348 300,695 473,954 614,920 128,535 △62,128

当期純利益 (千円) 10,249 143,468 197,493 310,825 405,556 75,672 △53,995

資本金 (千円) 3,000 10,000 12,250 12,250 674,650 681,600 681,600

発行済株式総数 (株) 300 300 305 610,000 7,100,000 7,370,000 7,370,000

純資産額 (千円) 13,249 156,718 358,711 669,537 2,399,893 2,495,379 2,431,033

総資産額 (千円) 19,130 324,630 649,138 1,143,789 2,853,949 2,756,688 2,684,275

1株当たり純資産額※5 (円) 44,165.50 522,393.48 58.81 109.76 338.01 338.58 329.86

1株当たり当期純利益金額※5 (円) 115,164.62 478,227.97 32.87 50.95 64.51 10.59 △7.32

自己資本比率 (％) 69.3 48.3 55.3 58.5 84.1 90.5 90.6

自己資本利益率 (％) 149.1 168.8 76.6 60.5 26.4 3.1 －

営業活動によるキャッシュ・フロー (千円) － － 190,468 316,529 433,117 △84,118 －

投資活動によるキャッシュ・フロー (千円) － － △45,995 △12,685 △5,342 △505,939 －

財務活動によるキャッシュ・フロー (千円) － － 4,500 － 1,324,800 13,900 －

現金及び現金同等物の期末残高 (千円) － － 300,886 604,730 2,357,304 1,783,367 1,750,196

従業員数〔外・平均臨時雇用者数〕（個別）※6 (名) 0 5 16 24 29 37 43

従業員数〔外・平均臨時雇用者数〕（連結）※6 (名) － － － － － 45 51



ディスクレイマー

本資料の取り扱いについて

本資料は、情報提供のみを目的として当社が作成したものであり、当社の有価証券の売買の勧誘を構成する
ものではありません。

本資料に含まれる将来予想に関する記述は、資料作成時点において当社が入手している情報をもとに、当社
の判断及び仮定に基づいて記載したものです。

将来予想に関する記述には 、当社の事業計画、競合状況及び成長余力等が含まれます。これらの将来予想に
関する記述は、さまざまなリスクや不確定要素に左右され 、実際の結果は将来に関する記述に明示または黙
示された予想とは大幅に異なる場合があります 。
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あらゆる産業とFintechの融合

To offer seamless solutions for embedding Fintech across all industries
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